
県
指
定
文
化
財
　
満
願
寺
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像 

　
東
汗
の
満
願
寺
は
、
上
三
川

町
で
最
も
古
い
寺
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
裏
付
け

る
よ
う
に
、
平
安
時
代
末
期
の

仏
像
が
何
体
も
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
つ
が
県
指
定
文

化
財
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

で
す
。
満
願
寺
の
木
造
阿
弥
陀

如
来
坐
像
が
作
ら
れ
た
時
代
は
、

仏
法
が
衰
え
て
戦
乱
の
世
に
な

る
末
法
思
想
が
広
く
信
じ
ら
れ
、

1
0
5
2
（
永
承
7
）
年
か
ら

末
法
の
世
に
入
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
実
際
、
こ
の
頃
は
、

貴
族
に
よ
る
政
治
が
衰
退
し
、

そ
れ
に
替
わ
り
武
士
が
台
頭
し
、

世
の
中
が
大
き
く
乱
れ
ま
し
た
。

混
乱
し
た
社
会
情
勢
と
末
法
思

想
に
よ
っ
て
人
々
の
不
安
が
頂

点
に
達
し
、
こ
れ
か
ら
逃
れ
る

た
め
に
仏
に
頼
ろ
う
と
、
権
力

者
達
は
寺
院
を
作
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
寺
院
の
中
で
重
要
な

位
置
づ
け
に
あ
っ
た
の
が
阿
弥

陀
如
来
像
な
の
で
す
。
　
阿
弥

陀
如
来
は
西
方
極
楽
浄
土
の
主
で
、

末
法
思
想
が
広
ま
る
と
共
に
、

極
楽
浄
土
で
往
生
し
た
い
と
思
う

人
々
の
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。
当

時
の
代
表
的
寺
院
の
一
つ
で
あ
る

京
都
府
宇
治
市
の
平
等
院
鳳
凰
堂

の
本
尊
は
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像
で

す
。
ま
た
、
時
の
権
力
者
の
藤
原

道
長
は
、
現
在
の
京
都
市
上
京
区

に
あ
っ
た
法
成
寺
阿
弥
陀
堂
の
中

で
多
く
の
僧
の
読
経
の
中
、
阿
弥

陀
如
来
像
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
亡

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
い
か
に

当
時
の
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
い
た

か
が
わ
か
り
ま
す
。 

　
現
在
、
満
願
寺
の
木
造
阿
弥
陀

如
来
坐
像
は
、
薬
師
堂
に
安
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
安
永
5
（
1
7
7
6
）

年
に
書
か
れ
た
文
書
を
見
る
と
、

満
願
寺
に
は
前
年
に
倒
壊
し
た
建

物
に
弥
陀
堂
が
あ
り
、

そ
の
本
尊
が
阿
弥

陀
如
来
坐
像
だ
っ

た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

以
前
の
満
願
寺
は

薬
師
堂
・
弥
陀
堂

な
ど
の
複
数
の
堂

宇
を
持
ち
、
平
安

時
代
末
期
に
は
弥
陀
堂
を
中
心

に
浄
土
庭
園
な
ど
を
持
っ
た
寺

院
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
す
。 
 

　
こ
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
か

ら
長
い
期
間
に
渡
っ
て
、
幾
多

の
困
難
を
潜
り
抜
け
現
在
に
至

っ
た
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
で

す
が
、
近
年
、
光
背
が
大
き
く

破
損
、
台
座
が
欠
損
し
、
蓮
弁

も
無
く
な
っ
た
ほ
か
、
本
体
の

傷
み
が
目
立
ち
、
造
ら
れ
た
当

時
の
姿
が
大
き
く
損
な
わ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

当
時
の
姿
に
戻
す
た
め
に
、
平

成
21
年
か
ら
2
ヵ
年
に
わ
た
り

修
繕
作
業
を
行
い
、
平
成
23
年

2
月
に
再
び
満
願
寺
に
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
当
時
の
姿
に
戻
っ

た
阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
、
再
び

上
三
川
の
地
で
、
人
々
を
見
守

り
続
け
て
い
く
の
で
す
。 
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勝
道
上
人
が
日
光
開
山
の
折
、満
願
寺
を
開
く
と
い
う
。 

富
士
山
が
噴
火
す
る
。 

遣
唐
使
の
派
遣
を
停
止
す
る
。 

平
将
門
、平
貞
盛
・
藤
原
秀
郷
の
軍
に
敗
れ
る
。 

藤
原
道
長
、法
成
寺
を
造
営
す
る
。 

藤
原
道
長
が
亡
く
な
る
。 

平
忠
常
の
乱
が
起
こ
る
。 

前
九
年
の
役
が
始
ま
る
。 

宇
都
宮
宗
円
、源
頼
義
に
従
い
下
野
に
来
る
。 

こ
の
年
か
ら
、末
法
の
世
に
入
る
と
い
わ
れ
る
。 

※
こ
の
こ
ろ
満
願
寺
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
つ
く
ら
れ
る
。 

平
治
の
乱
が
起
き
る
。 

平
清
盛
が
太
政
大
臣
に
な
る
。 

奥
州
征
伐
に
際
し
、源
頼
朝
、宇
都
宮
二
荒
山
神
社
を
詣
で
、 

勝
利
を
祈
願
す
る
。 

平
家
、壇
ノ
浦
に
て
滅
亡
。 

源
頼
朝
、征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
る
。 

宇
都
宮
藩
主
戸
田
忠
余
が
満
願
寺
を
参
詣
す
る
。 

源
頼
朝
、伊
豆
で
挙
兵
。 

東
汗
村
満
願
寺
開
基
並
び
に
境
内
社
堂
書
上
帳
が
記
さ
れ
る
。 

こ
の
年
、満
願
寺
の
弥
陀
堂
が
大
破
し
、 

阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
楼
門
に
移
さ
れ
る
。 
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